


2

　
今
秋
の
叙
勲
で
、
井
口
久
信

さ
ん(

西
本
庄)

が
食
料
品
加
工

業
振
興
功
労
で
旭
日
双
光
章
を
、

尾
鼻
満
明
さ
ん(

山
内)

が
地
方

自
治
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
、
梅
加
工
業
を

営
む
傍
ら
、
県
漬
物
協
同
組
合

連
合
会
理
事
長
や
全
日
本
漬
物

協
同
組
合
連
合
会
理
事
な
ど
を

歴
任
し
、
梅
製
造
業
の
近
代
化

や
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と

を
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
井
口
さ
ん
は
「
受
章
は
予
想

　
11
月
６
日(

木)

、
任
期
満
了

に
伴
う
改
選
後
の
新
議
員
に
よ

る
初
め
て
の
議
会
、
平
成
20
年

第
３
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ

れ
ま
し
た(

会
期
１
日)

。

　
こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長

の
選
挙
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会(

７
人)

と
産
業
建
設
常
任
委

員
会(

７
人)

、
議
会
運
営
委
員

会(

６
人)

、
議
会
広
報
特
別
委

員
会(

６
人)

の
各
委
員
会
構
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
委
員
２
人
を
任
命
す
る
同
意

議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
副
議
長
の
選
挙
で
は
、
投

票
に
よ
り
、
議
長
に
小
川
猛
さ

小川 猛議長山中邦夫副議長

ん(

東
本
庄)

、
副
議
長
に
山
中

邦
夫
さ
ん(

芝
崎)

が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
第
４
回
定
例
町
議
会(

12
月

　
臨
時
議
会
で
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
が
同
意
さ
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。

▽
石
橋
勝
さ
ん(

高
野)

▽
松
川
善
彦
さ
ん(

東
岩
代)

　
い
ず
れ
も
新
任
で
、
石
橋
さ

ん
は
町
職
員
〔
教
委
教
育
次
長
、

11
月
９
日(

日)

退
職
〕
で
し
た
。

松
川
さ
ん
は
現
役
保
護
者
世
代

の
一
員
で
、
教
育
行
政
に
保
護

者
の
意
見
を
伝
え
る
立
場
と
し

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
20
年
11
月
10
日

〜
平
成
24
年
11
月
９
日
で
す
。

　
11
月
10
日(

月)

、
こ
の
同
意
を

受
け
て
教
育
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
互
選
に
よ
り
、
教
育
委
員

長
に
寺
谷
崇
さ
ん(

清
川)

、
同

職
務
代
行
者
に
小
谷
眞
千
子
さ

議
会)

は
、
12
月
８
日(

月)

か
ら

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て

傍
聴
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
共
に
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ん(

芝)

、
教
育
長
に
石
橋
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。(

寺
谷
さ

ん
と
小
谷
さ
ん
は
再
任)

　
な
お
、
前
教
育
委
員
の
尾
﨑

泰
弘
さ
ん(

西
岩
代)

と
前
教
育

長
の
荒
堀
清
隆
さ
ん(

芝)

は
任

期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

石橋  勝教育長松川善彦教育委員

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
が
、
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
や
加

工
業
者
な
ど
梅
に
か
か
わ
る
大

勢
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
今
日
の
礎

を
築
い
て
く
れ
た
先
人
に
贈
ら

れ
た
章
で
あ
り
、
私
が
代
表
し
て

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
尾
鼻
さ
ん
は
、
県
技
術
吏
員
と

し
て
長
年
公
用
車
の
運
転
に
真
摯

に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
賞

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
尾
鼻
さ
ん
は
「
受
章
は
正
に
青

天
の
霹
靂
で
、
身
に
余
る
光
栄
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
時
の
大
臣
な

ど
様
々
な
方
の
来
県
時
の
運
転
手

を
務
め
た
こ
と
や
宮
家
の
お
成
り

の
先
導
車
を
運
転
し
た
こ
と
な
ど

が
思
い
出
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

井口久信さん尾鼻満明さん
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ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
と
並
行

し
て
、
全
国
で
通
称
「
地
デ
ジ
」、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
放
送
が

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
現
在
見
て
い
る
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
、
約
３
年
後
の
平
成

23(

２
０
１
１)

年
７
月
24
日
ま

で
に
終
了
し
、
地
デ
ジ
の
み
の
放

送
と
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
従

来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
ま
ま
だ

と
、
地
デ
ジ
放
送
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
そ
れ
ま
で
に
、
皆
さ

ん
の
お
家
の
テ
レ
ビ
を
地
デ
ジ
放

送
対
応
に
替
え
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
高
画
質
で
美
し
い
映
像
や
、
高

音
質
で
Ｃ
Ｄ
並
の
音
声
が
楽
し
め

ま
す(

※
地
デ
ジ
放
送
対
応
テ
レ

ビ
の
み
。
チ
ュ
ー
ナ
ー
設
置
で
は

不
可)

。
ま
た
、
リ
モ
コ
ン
を
使
っ

て
天
気
予
報
や
交
通
情
報
な
ど
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
い
つ
で
も

呼
び
出
せ
る
な
ど
、
よ
り
進
ん
だ

テ
レ
ビ
放
送
を
楽
し
め
ま
す
。
　

○
高
品
位
な
放
送
の
提
供
、
○
受

信
障
が
い
の
解
消
、
○
電
波
資
源

の
有
効
利
用
を
目
的
に
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
か
ら
地
デ
ジ
放
送
へ
移

行
す
る
こ
と
が
、
国
の
法
令
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
県
内
で
は
す
で
に
和
歌
山
市

や
御
坊
市
で
始
ま
っ
て
お
り
、
み

な
べ
町
で
は
来
年
４
月
ご
ろ
か

ら
始
ま
る
予
定
で
す
。(

但
し
、
高

城
、
清
川
地
区
な
ど
共
同
受
信
施

設
で
受
信
し
て
い
る
地
域
で
は

施
設
の
改
修
後
と
な
り
ま
す)

▼
新
し
く
テ
レ
ビ
を
買
い
換
え

た
い
方
は

　「
地
デ
ジ
放
送
対
応
テ
レ
ビ
」

と
指
定
し
て
買
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用
↓
約
４
万
円(

13
型)

〜

約
60
万
円(

50
型)

▼
今
の
テ
レ
ビ
を
そ
の
ま
ま
使

い
た
い
方
は

　
お
手
持
ち
の
テ
レ
ビ
に
「
地
上

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
▽
費
用
↓
約
２
万

円
〜
約
10
万
円

▼
テ
レ
ビ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置

や
ア
ン
テ
ナ
な
ど
に
つ
い
て

　
テ
レ
ビ
な
ど
を
購
入
し
た(

す

る)

お
店
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ

ま
す
。

▼
地
デ
ジ
放
送
全
般
に
つ
い
て

　
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

(

℡
０
５
７
０-
０
７-

０
１
０

１
、
ま
た
は
℡
０
３-
４
３
３
４-

１
１
１
１)

へ
ど
う
ぞ
。

〔
受
付
時
間
↓
月
〜
金
９
時
〜
21

時
、
土
・
日
・
祝
日
９
時
〜
18
時
〕

▼
町
内
の
放
送
開
始
時
期
や
視

聴
可
能
地
域
な
ど
に
つ
い
て

　
役
場
総
務
課(

℡
72-

２
０
１

５)

へ
ど
う
ぞ
。

　
地
デ
ジ
放
送
へ
の
完
全
移
行

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
そ
れ
に
便

乗
し
た
、
い
わ
ゆ
る
悪
質
商
法

が
全
国
的
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

▼
悪
質
商
法
の
事
例

▽
愛
知
県
内
の
70
代
女
性
宅
へ

電
力
会
社
の
従
業
員
を
名
乗
る

か
っ
た
の
で
不
審
に
思
い
断
っ

た
。

　
等
々
、
悪
質
な
業
者
へ
の
苦
情

が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
相
談
者
の
約
６
割
近
く

は
60
歳
代
以
上
の
方
で
す
。

男
が
来
て
家

に
あ
が
り
込

み
、「
地
デ
ジ

の
工
事
を
し

な
い
と
テ
レ

ビ
が
見
え
な

く
な
る
」
と
、

テ
レ
ビ
の
周

辺
を
調
べ
た

だ
け
で
工
事

代
金
20
万
円

を
請
求
。
手

元
に
あ
っ
た

18
万
９
千
円

を
支
払
っ
た

と
こ
ろ
、
男

は
「
領
収
書

を
持
っ
て
く

る
」
と
言
い
残
し
て
そ
の
ま
ま

姿
を
消
し
た
。

▽
東
京
都
内
の
女
性
宅
へ
Ｎ
Ｈ

Ｋ
職
員
を
名
乗
る
男
２
人
が
来

て
、「
地
デ
ジ
放
送
へ
変
更
料
３

８
５
０
円
が
必
要
」
と
請
求
。
女

性
は
、
男
ら
が
名
札
を
し
て
い
な

　
地
デ
ジ
放
送

対
応
で
、
テ
レ

ビ
局
、
町
や
総

務
省
な
ど
の
関

係
機
関
が
お
金

を
請
求
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
、

よ
く
分
か
ら
な

い
ま
ま
請
求
に

応
じ
た
り
、
お

金
を
振
り
込
ん

だ
り
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な

請
求
を
受
け
た
時
は
、
○
近
畿
総

合
通
信
局
放
送
課(

℡
０
６-

６

９
４
２-

０
８
２
０)

、
○
田
辺

警
察
署(

℡
23-

０
１
１
０)

、
○

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所

(

℡
24-

０
９
９
９)

へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。



　
11
月
９
日(

日)

、
白
浜
町
で
行
わ

れ
た
第
29
回
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
女
選
手
権
大
会
・
女
子

の
部
で
、
高
城
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
12
月
に
開
催
さ
れ
る

近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
次
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
前
田
三
佳
、
下
村
朋
美
、
西
野
夏

実
、
永
井
麻
奈
美
、
山
川
真
子
、
山

本
知
音
、
西
野
茜
、
冨
山
唯
、
永
井

寧
々
、
楠
谷
さ
や
か
、
山
本
汐
音
、

鎌
倉
彩

　
冨
永
さ
や
か
、
山
中
春
香
、
辻
利

絵
、
木
田
飛
鳥
、
辻
由
結
、
山
田
莉

沙(

全
員
１
年)

正
満
、
山
﨑
和
之
、
寺
本
貴
広
、
寺

本
翔
平
、
岩
橋
裕
樹
、
辻
本
裕
一
、

沢
田
和
洋
、
笹
原
晃
、
土
畑
大
人
、

久
保
隆
治
、
安
井
厚
平
、
丸
山
剛
史

　
南
部
中
学
校
の
３
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
11
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
11
月
８
日

(

土)

、
９
日(

日)
、
橋
本
市
で
行
わ
れ

た
県
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人

大
会
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
優

勝
し
ま
し
た
。
同
部
は
来
年
３
月

に
開
催
さ
れ
る
近
畿
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
同
部
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
生
徒
た
ち
で
す
。

　
11
月
７
日(

金)

、
８
日(

土)

、
東
京

都
で
行
わ
れ
た
第
57
回
全
国
青
年

大
会(

日
本
青
年
団
協
議
会
な
ど
主

催)

軟
式
野
球
の
部
へ
、
東
本
庄
な

ど
の
青
年
で
結
成
す
る
一
ノ
宮
ク

ラ
ブ
が
県
代
表
で
出
場
し
、
ベ
ス

ト
４
入
り
し
ま
し
た
。(

同
部
へ
は

全
国
か
ら
25
チ
ー
ム
が
出
場)

　
同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

▽
代
表
＝
久
保
賢
一
、
▽
監
督
＝

山
﨑
智
弘
、▽
選
手
＝
主
将
・
谷
本

尚
士
、
樫
山
祐
太
、
庄
司
真
彰
、
東

45

　
県
主
催
の
平
成
21
年
度
用
愛
鳥

週
間
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

ち
が
入
賞
し
ま

し
た
。

▼
優
秀
賞
＝
▽

井
野
里
佳
子(

南

部
３
年)

「
納
税

は
暮
ら
し
を
守

る
大
人
の
義

務
」、
▽
久
保
量

子(

上
南
部
３

年)

「
築
こ
う
よ

豊
か
な
町
を
税

金
で
」、
▽
井
上

で
、
次
の
小
中
学
生
が
入
賞
し
ま

し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募

総
数
は
８
７
４
点(

小
学
校
６
７

４
、中
学
校
１
５
７
、高
校
43)

、そ

の
う
ち
特
選
は
９
点(

小
中
高
の
部

各
３
点)

で
し
た
。
特
選
は
日
本
鳥

類
保
護
連
盟
が
主
催
す
る
中
央
審

査
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

▼
特
選
　
谷
寿
紀(

南
部
中
３
年)

、

山
本
真
衣(

同
２
年)

▼
入
選
　
中
川
朔
良(

南
部
小
５

年)

、
横
畑
結
規(

南
部
中
３
年)

　
ま
た
、
同
じ
く
県
主
催
の
平
成

20
年
度「
家
庭
の
日
」標
語
・
絵
画
・

写
真
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
南
部

中
３
年
、
木
下
菜
々
実
さ
ん
が
絵

智
絵(

南
部
１
年)

「
支
え
合
う
明
る

い
未
来
を
税
金
で
」

▼
佳
作
＝
田
上
聖
都(

南
部
３
年)

、

楠
本
紋
加(

同
３
年)

、
米
田
安
住

(

同
３
年)

、
中
井
美
香(

同
２
年)

、

森
洸
介(

同
２
年)

、
鈴
木
由
訓(

同

２
年)

、
松
根
優(

同
２
年)

、
中
島

可
南
子(

上
南
部
３
年)

、
豊
田
啓

生(

同
２
年)

、
坂
本
望(

同
２
年)

、

﨑
山
年
貴(

同
２
年)

、
月
向
さ
や

か(

同
２
年)

、
津
守
真
由
子(

同
２

年)

、
山
川
南
美(

高
城
３
年)

、
道

京
瞭
太(

同
２
年)

、
金
川
み
さ
き

(

同
２
年)

、
瀧
尻
涼(

同
２
年)

、
中

村
綾
佳(

同
１
年)

、
前
芝
仁
志(

清

川
３
年)

、
平
山
靖
菜(

同
３
年)

　
日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、

(

社)

御
坊
納
税
協
会
、
御
坊
税
務
署

共
催
の
平
成
20
年
度
「
中
学
生
税

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
次
の
生

徒
た
ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞(

御
坊
税
務
署
長
賞)

＝
林
暁
美(

上
南
部
３
年)

「
笑
顔
の

公
式
」、
▼
優
良
賞(

日
高
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
長
賞)

＝
中
図
志
帆

(

南
部
３
年)

、
津
村
衣
澄(

上
南
部

３
年)

、
平
本
沙
希(

同
３
年)

、
越

本
芽
衣(

高
城
３
年)

、
井
上
智
絵

(

南
部
１
年)

、
古
久
保
杏
佳(

同
１

年)

、
竝
木
衣
久
美(

清
川
１
年)

11月2日(日)～3日(月)、生涯学習セン
ター(▼)と南部公民館(▲)で開催さ
れた大展覧会で 募

は
４
６
７
点
で
し
た
。

画
の
部
で
入
賞

し
ま
し
た
。
同

コ
ン
ク
ー
ル
絵

画
の
部
へ
の
応

　
日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議

会
と
御
坊
税
務
署
共
催
の
平
成
20

年
度
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
次
の
生
徒
た

　
な
お
、
林
さ

ん
は
全
国
納
税

貯
蓄
組
合
連
合

会
優
秀
賞
に
も

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
平
成
20
年
度「
み
な
べ
町
人

権
を
考
え
る
啓
発
標
語
」の
募
集
が
行
わ

れ
、３
２
０
人
か
ら
５
３
５
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、次
の
皆
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

■▼
特
選
＝
中
家
実
菜
代(

清
川
４

年)

「
あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
で 

元

気
出
る
」、
▼
入
選
＝
畑
中
彰
太

(

高
城
４
年)

「
く
ら
べ
る
な 

わ
い
に

は
わ
い
の 

よ
さ
が
あ
る
」

■▼
特
選
＝
中
島
早
弥
子(

上
南
部
３

年)

「
忘
れ
な
い 

命
の
尊
さ 

こ
の

先
も
」、
▼
入
選
＝
▽
前
田
紗
希

(

高
城
３
年)

「
言
葉
の
ナ
イ
フ
言
わ

れ
た
そ
の
子
に
つ
き
刺
さ
る
」、
▽

田
中
寛
子(

南
部
２
年)

「
嫌
な
こ
と

人
に
し
た
ら 

我
が
身
に
か
え
る
」、

▽
坂
本
喜
章(

上
南
部
１
年)

「『
ご

め
ん
ね
』
そ
の
一
言
は 

ほ
っ
と
す

る
」、
▽
山
﨑
茜(

清
川
１
年)

「
な
っ
て
み
て 

や
ら
れ
る
ほ
う
の
気

持
ち
に
も
」

■▼
特
選
＝
松
本
美
知
子(

徳
蔵)

「
思

い
だ
そ
う 

忘
れ
か
け
て
る 

お
も

い
や
り
」、
▼
入
選
＝
山
﨑
美
記

(

清
川)

「
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る

君
の
笑
顔
に
金
メ
ダ
ル
」

　
同
標
語
・
入
賞
者
の
表
彰
式
は
、

第
15
回
発
明
発
見
創
意
く
ふ
う
展

＆
第
14
回
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画

展
の
入
賞
者
の
表
彰
式
と
合
わ
せ

て
、
12
月
８
日(

月)

、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
発
明
発
見
創
意
く
ふ
う

展
で
入
賞
し
た
次
の
小
学
生
３
人

が
、
発
明
協
会
和
歌
山
支
部
主
催

の
「
私
た
ち
の
く
ふ
う
展
」
に
も
入

賞
し
ま
し
た
。

▼
発
明
協
会
会
長
奨
励
賞
＝
土
井

亜
沙
人(

高
城
小
３
年)

、
小
倉
ゆ

か
り(

上
南
部
小
６
年)

、
▼
日
本

弁
理
士
会
近
畿
支
部
長
賞
＝
丸
山

純(

同
４
年)

　
　
　
　 

〔
敬
称
略
〕

山本真衣さん

谷 寿紀くん

木下菜々実さん

井野里佳子さん久保量子さん

11
月
１
日(

土)

〜
３
日(

月)

、

高
城
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
高
城
文
化
展
・
菊
花
展
で

11
月
２
日(

日)

〜
３

日(

月)

、
清
川
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
清

川
文
化
展
に
出
品
さ

れ
て
い
た
獅
子
頭

11月16日(日)、ふれ愛センターで開催された芸能
まつりで

▼

一ノ宮クラブの皆さん

南部中バレーボール部

高城ジュニアバレーボールクラブ

石橋澪選手

南
部
中
陸
上
部
陸
上
チ
ー
ム

■
新
体
操
部
　

　
11
月
15
日

(

土)

、
田
辺
市
で

行
わ
れ
た
県
中
学
校
体
操
競
技
選

手
権
大
会
で
、
新
体
操
部
の
石
橋

澪
選
手(

１
年)

が
個
人
総
合
の
部

で
優
勝
し
ま
し
た
。

■
陸
上
部
　
11
月
16
日(

日)

、
白
浜

町
で
行
わ
れ
た
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
男
子
駅
伝
競
走
の
部
で
、

陸
上
部
駅
伝
チ
ー
ム
が
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
12
月

に
開
催
さ
れ
る
近
畿
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

は
次
の
生
徒
た
ち
で
す
。

　
沖
見
直
哉
、
谷
川
祐
生
、
葛
城
元

(

以
上
３
年)

、
矢
倉
一
志
、
髙
田
大

介
、
楠
本
遼
一(

以
上
２
年)

、
谷
口

有
輝
、
中
村
心
哉
、
片
井
大
介(

以

上
１
年)

井上智絵さん

↑

林 暁美さん
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　11 月 2 日(土)、第3 回みなべ町民スポーツ大会(町体育協会主催)が、町民運動広場、共
和球場、上南部小学校体育館などで開催されました。(陸上競技のみ10 月 26 日(日)に開催)
今年も小学生からお年寄りまで約5 5 0 人の参加者が熱戦が繰り広げました。
　各種目の入賞した皆さんを紹介します。〔敬称略〕

　
陸
上
競
技
に
は
、
あ
い
に
く
の

雨
ま
じ
り
の
天
候
の
中
、
小
学
生

男
子
14
人
、同
女
子
18
人
、中
学
生

男
子
22
人
、
同
女
子
７
人
が
出
場

し
ま
し
た
。（
※
雨
の
た
め
走
高
跳

な
ど
一
部
の
競
技
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
）

▼
50
㍍
走 

▽
１
年
・
１
位
＝
伊
藤

颯(
南
部)

、
２
位
＝
尾
田
優
吾

(

同)

、
３
位
＝
三
木
翔
太(

同)

、
▽

２
年
・
１
位
＝
岡
﨑
咲
哉(

上
南

部)

、
２
位
＝
矢
倉
翔
太(

南
部)

、

▽
３
年
・
１
位
＝
西
川
斗
真(

同)

、

▼
１
０
０
㍍
走 

▽
１
年
・
１
位
＝

伊
藤
颯
、２
位
＝
尾
田
優
吾
、３
位

＝
三
木
翔
太
、▽
２
年
・
１
位
＝
岡

﨑
咲
哉
、２
位
＝
矢
倉
翔
太
、▽
３

年
・
１
位
＝
西
川
斗
真
、
▽
４
年
・

１
位
＝
宮
﨑
翔
大(

南
部)

、
２
位

＝
沖
見
史
哉(

同)

、
３
位
＝
田
中

随
典(

同)

、
▽
５
年
・
１
位
＝
池
端

一
真(

南
部)

、
２
位
＝
中
家
和
音

(

同)

、
３
位
＝
坂
口
郁
真(

同)

、
▼

８
０
０
㍍
走 

▽
１
年
・
１
位
＝
伊

藤
颯
、２
位
＝
三
木
翔
太
、
３
位
＝

尾
田
優
吾
、
▽
２
年
・
１
位
＝
岡
﨑

咲
哉
、
２
位
＝
矢
倉
翔
太
、
▽
３

年
・
１
位
＝
西
川
斗
真
、
▽
４
年
・

１
位
＝
宮
﨑
翔
大
、
２
位
＝
二
葉

慧
伍(

上
南
部)

、
３
位
＝
谷
本
祐

之
輔(

南
部)

、
▽
５
年
・
１
位
＝
中

家
和
音
、
２
位
＝
池
端
一
真
、
３
位

＝
坂
口
郁
真
、
▼
１
５
０
０
㍍
走

▽
４
年
・
１
位
＝
沖
見
史
哉
、
▼
走

幅
跳 

▽
１
年
・
１
位
＝
三
木
翔
太
、

２
位
＝
伊
藤
颯
、
▽
２
年
・
１
位
＝

岡
崎
咲
哉
、
２
位
＝
矢
倉
翔
太
、
▽

３
年
・
１
位
＝
西
川
斗
真
、▽
４
年
・

１
位
＝
沖
見
史
哉
、
２
位
＝
宮
﨑

翔
大
、
３
位
＝
谷
本
祐
之
輔
、
▽
５

年
・
１
位
＝
池
端
一
真
、
２
位
＝
中

家
和
音
、
３
位
＝
坂
口
郁
真

▼
50
㍍
走 

▽
１
年
・
１
位
＝
原
田

愛
香(

南
部)

、
▽
２
年
・
１
位
＝
池

端
友
香(

同)

、
▽
３
年
・
１
位
＝
中

家
美
音(

同)

、
２
位
＝
久
保
里
奈

(

上
南
部)

、
▼
１
０
０
㍍
走 

▽
２

年
・
１
位
＝
池
端
友
香
、
▽
３
年
・

１
位
＝
中
家
美
音
、
２
位
＝

久
保
里
奈
、
▽
４
年
・
１
位
＝

丸
山
紗
加(

岩
代)

、２
位
＝
丸

山
矩
加(

同)

、３
位
＝
森
星
奈

(

南
部)

、
▽
５
年
・
１
位
＝
棒

引
珠
理(

上
南
部)

、西
川
李
世

(

南
部)

、
２
位
＝
楠
木
萌
絵

(

同)

、
▽
６
年
・
１
位
＝
丸
山

由
梨
乃(

岩
代)

、２
位
＝
樫
山

早
歩(

上
南
部)

、３
位
＝
小
山

千
晴(

同)

、
尾
﨑
紀
子(

南

部)

、
▼
８
０
０
㍍
走 

▽
１
年
・
１

位
＝
原
田
愛
香
、
▽
２
年
・
１
位
＝

池
端
友
香
、
▽
３
年
・
１
位
＝
久
保

里
奈
、
２
位
＝
中
家
美
音
、
▽
４

年
・
１
位
＝
丸
山
矩
加
、
２
位
＝
丸

山
紗
加
、
３
位
＝
草
分
風
花(

南

部)

、
▽
５
年
・
１
位
＝
西
川
李
世
、

２
位
＝
棒
引
珠
理
、
３
位
＝
楠
木

萌
絵
、
▽
６
年
・
１
位
＝
丸
山
由
梨

乃
、
２
位
＝
梶
本
莉
代(

南
部)

、

３
位
＝
尾
﨑
紀
子
、
▼
１
５
０
０

㍍
走 

▽
６
年
・
１
位
＝
小
山
千

晴
、
２
位
＝
梶
本
莉
代
、
３
位
＝

樫
山
早
歩
、▼
走
幅
跳 

▽
１
年
・

１
位
＝
原
田
愛
香
、
▽
２
年
・
１

位
＝
池
端
友
香
、
▽
３
年
・
１
位

＝
中
家
美
音
、
▽
４
年
・
１
位
＝

森
星
奈
、
２
位
＝
丸
山
紗
加
、
３

位
＝
丸
山
矩
加
、
▽
５
年
・
１
位

＝
西
川
李
世
、
２
位
＝
棒
引
珠

理
、３
位
＝
楠
木
萌
絵
、▽
６
年
・

１
位
＝
丸
山
由
梨
乃
、
２
位
＝
小

山
千
晴
、
３
位
＝
樫
山
早
歩

▼
１
０
０
㍍
走 

▽
１
位
＝
矢
倉
一

志(

南
部
２
年)

、
２
位
＝
谷
川
祐

生(

同
３
年)

、
３
位
＝
田
野
遊
馬

(

上
南
部
３
年)

、
▼
２
０
０
㍍
走

▽
１
位
＝
谷
川
祐
生
、
２
位
＝
矢

倉
一
志
、
３
位
＝
古
田
恭
平(

上
南

部
３
年)

、
▼
４
０
０
㍍
走 

▽
１

位
＝
葛
城
元(

南
部
３
年)

、
２
位

＝
楠
本
遼
一(

同
２
年)

、
３
位
＝

沖
見
直
哉(

同
３
年)

、
谷
川
祐
生
、

▼
８
０
０
㍍
走 

▽
１
位
＝
沖
見
直

哉
、
２
位
＝
葛
城
元
、
３
位
＝
谷
川

祐
生
、
▼
１
５
０
０
㍍
走 

▽
１
位

＝
沖
見
直
哉
、
２
位
＝
谷
口
有
輝

(

南
部
１
年)

、
３
位
＝
古
田
恭
平
、

▼
３
０
０
０
㍍
走 

▽
１
位
＝
髙
田

大
介(

南
部
２
年)

、
２
位
＝
中
嶋

大(

上
南
部
２
年)

、
３
位
＝
古
田

恭
平
、
▼
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
走 

▽

１
位
＝
古
田
恭
平
、
２
位
＝
楠
本

遼
一
、
３
位
＝
細
川
翔
平(

上
南
部

３
年)

、▼
走
幅
跳 

▽
１
位
＝
阪
口

哲
哉(

南
部
３
年)

、
２
位
＝
大
﨑

達
也(

同
３
年)

、
３
位
＝
田
野
遊

馬
、
▼
三
段
跳 

▽
１
位
＝
大
﨑
達

也
、
２
位
＝
楠
本
遼
一
、
３
位
＝
阪

口
哲
哉

▼
１
０
０
㍍
走 

▽
１
位
＝
小
山
夏

生(

上
南
部
１
年)

、
２
位
＝
留
場

恵(

同
２
年)

、
▼
２
０
０
㍍
走 

▽

１
位
＝
小
山
夏
生
、
２
位
＝
留
場

恵
、
▼
８
０
０
㍍
走 

▽
１
位
＝
中

島
早
弥
子(

上
南
部
３
年)

、
２
位

＝
久
保
実
沙(

同
１
年)

、
３
位
＝

花
村
智
子(

南
部
３
年)

、
▼
１
５

０
０
㍍
走 

▽
１
位
＝
久
保
実
沙
、

２
位
＝
中
島
早
弥
子
、
３
位

＝
中
島
可
南
子(

上
南
部
３

年)

、
▼
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
走

▽
１
位
＝
小
山
夏
生
、
▼
走

幅
跳 

▽
１
位
＝
花
村
智
子

　
11
月
２
日(

日)

は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
各
チ
ー
ム
と
も
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
し
合
っ
て
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■
参
加
チ
ー
ム
　
12
チ
ー
ム

▼
順
位
　
▽
１
位
＝
熊
岡
Ｂ(

西
本

冷
子
・
森
岡
晴
美
・
楠
本
榮
子
・
関

本
道
子
・
福
井
京
子)

、
▽
２
位
＝

高
城
Ａ(

谷
口
治
・
畑
谷
昇
・
龍
神

賢
次
・
前
田
久
秀
・
下
村
勤
・
中
井

重
雄)

、
▽
３
位
＝
熊
岡
Ｃ

■
参
加
チ
ー
ム
　
８
チ
ー
ム

▼
順
位
　
▽
１
位
＝
清
川
寺
谷
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ(

谷
前
尚
・
谷
口
育
雄
・
長

瀧
真
司
・
山
﨑
真
一
・
髙
野
勉
・

市
井
芳
明
・
原
靖
彦
・
久
保
敏
昭
・

長
瀬
一
也
・
北
谷
俊
明
・
西
村
毅
・

田
中
守
・
藤
六
保
・
箱
木
英
樹
・

大
木
克
也
・
中
瀬
高
之
・
芝
康
則
・

長
瀬
眞
次)

、
▽
２
位
＝
筋
森
林

組
合(

細
川
安
弘
・
西
山
忠
司
・
津

村
智
彦
・
井
出
進
・
古
川
卓
也
・

寺
本
訓
章
・
樫
山
礼
一
・
樫
山
博

文
・
庄
司
勝
人
・
樫
山
靖
・
和
田

佳
秀
・
岡
本
圭
市
・
宮
本
豊
次
・

樫
山
敬
二
・
樫
山
長
秀)

■
参
加
チ
ー
ム
　
13
チ
ー
ム

▼
順
位
　
▽
１
位
＝
Ｒ
Ｖ(

中
早
大

輔
・
澤
井
則
幸
・
井
上
博
昭
・
柏
木

研
哉
・
竹
中
伸
夫
・
勇
惣
秀
城
・
杉

本
周
一
・
大
江
享
平
・
松
川
和
敬
・

冨
貴
一
誠
・
洞
龍
二
・
小
森
昭
治
・

畑
野
正
之
・
岩
﨑
守
秀
・
森
下
卓

哉)

、
▽
２
位
＝
谷
口(

芝
本
圭
司
・

松
下
哲
也
・
山
本
篤
・
森
本
彰
・
大

野
智
哉
・
庄
司
真
彰
・
井
出
永
・
庄

司
伸
行
・
片
岡
隆
昭
・
山
本
佳
則
・

中
村
拓
也)

　

■
参
加
チ
ー
ム
　
19
ペ
ア

▼
順
位
　
Ａ
級
の
部
▽
１
位
＝
尾

﨑
聡(

鹿
島
ク
ラ
ブ)

・
栗
山
大
介

(

同)

、
▽
２
位
＝
松
根
和
輝(

神
島

高)

・
山
﨑
光
展(

田
辺
高)

、▽
３
位

＝
田
野
和
芳(

鹿
島
ク
ラ
ブ)

・
政
井

浩
二(

同)

、
杖
尻
和
也(

南
部
高)

・

岡
崎
弘
典(

同)

、
▽
敗
者
復
活
１

位
＝
西
嵜
龍
紀(

南
部
中)

・
楠
木
克

仁(

同)

、
▽
同
２
位
＝
谷
寿
紀

(

同)

・
山
本
将
志
郎(

上
南
部
中)

Ｂ
級
の
部
▽
１
位
＝
坂
本
浩
規(

神

島
高)

・
中
出
良
太(

高
城
中)

、▽
２

位
＝
山
谷
将
史(

南
部
高)

・
舩
本
栄

作(

同)

、
▽
３
位
＝
遠
藤
こ
の
み

(

一
般)

・
片
井
祐
佳(

同)

、
森
山
絵

理
香(

同)

・
西
野
千
賀(

同)

■
参
加
チ
ー
ム
　
10
チ
ー
ム

▼
順
位
　
▽
１
位
＝
清
川
Ｃ(

後
垣

内
恵
子
・
谷
前
敦
子
・
湯
川
久
仁

子)
、
▽
２
位
＝
土
井
・
市
井
川(

畑

浦
ま
ゆ
み
・
川
口
由
美
・
宮
本
と
も

子)

、
▽
３
位
＝
ジ
ャ
ン
グ
ル

■
参
加
チ
ー
ム
　
11
チ
ー
ム

▼
順
位
　
▽
１
位
＝
な
か
よ
し(
城

戸
勅
雄
・
蕨
野
睦
尋
・
下
地
勇
・
園

出
敏
雄
・
西
山
美
也
子
・
丸
橋
さ
よ

子
・
佃
早
苗)

、
▽
２
位
＝
ノ
ン
オ

イ
ル(

関
本
卓
也
・
人
目
将
行
・
髙

田
英
伸
・
亀
山
実
奈
子
・
山
﨑
幸
代
・

宮
本
佳
代
子)

、
▽
３
位
＝
Ｆ
Ｌ
Ｙ

↑
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　10 月 26 日(日)には高城天宝神社と清川天宝神社、11 月9 日(日)に堺日吉

清川天宝神社で

▲

▲高城天宝神社で

▲ 堺・日吉神社で

　10 月28 日(火)、29 日(水)、「週刊ビッグコミックスピリッツ」
(小学館)に連載中の人気グルメ漫画「美味しんぼ」の原作者、
雁屋哲さんがスタッフと共に、みなべ町へ取材にきました。
28 日は、焼き物には最高級の燃料、紀州備長炭を取材のため、
清川、町備長炭生産者組合長の原正昭さんの炭焼き小屋を訪
れ、その窯だしに見入りました。2 9 日は、梅を使った料理の
取材で、梅料理研究会の皆さんの梅の特性を引き出す調理方
法に感心し、でき上がった数々の料理に舌鼓をうちました。
　この取材は、「美味しんぼ」・日本全県味巡りシリーズの企
画で和歌山県が選ばれ、県内各地の料理・味巡りをした一環
です。みなべの紀州備長炭や梅料理が登場するかどうかはま
だ分かりません。なお、和歌山編が連載に登場するのは、早
ければ来年 3 月ごろからだそうです。

　11 月10 日(月)、ＪＲ南部駅の跨線橋の階段に取り付けら
れた車いす用の電動昇降機の試乗・説明会がありました。
この電動昇降機は町身体障がい者連盟の要望にこたえて、
町・県・ＪＲが事業費を分担して設置したものです。当
日、連盟役員や町社会福祉協議会職員など参加した方た
ちは「バリアフリーの願いがかなえられてうれしい」と
喜んでいました。なお、この電動昇降機は12 月 1 日(月)か
ら使用できるようになります。( 使用時には駅職員の付き
添いが必要です)

　11 月 5 日(水)、小谷町長と東山均田辺警察署長の間で、「町が
行う契約からの暴力団排除に関する合意書」が調印されまし
た。これは、昨年、同様に調印した公共工事の契約からだけで
なく、町が行うあらゆる契約から暴力団の排除を徹底するた
め、相互の連絡協議体制を確立するためのものです。

　10 月30 日(木)、町が紀州みなべ梅酒特区に係る製造工程
説明会を生涯学習センターで開催し、生産者や加工業者な
ど約 4 5 人の参加がありました。講師は県工業技術セン
ター・食品開発室(連絡先：℡073-477-1271)の職員が務め、
家庭で作る梅酒との比較、製造上の注意、加工食品として
の販売などについて説明しました。その後、貯蔵方法、賞
味期限の設定などについて質疑応答がありました。

神社の秋祭りがありました。両日ともあいにくの雨交じりの天気で
したが、地域あげて大勢の人が祭りの１日を楽しみました。

　11 月16 日(日)、町商工会青年部創部40 周年記念・第
2 回梅トラクイズ( 主催：町商工会青年部イベント実
行委員会) が開催されました。あいにくの雨のため、
会場を共和球場から上南部小学校体育館へ移しての開
催となりましたが、大勢の人でにぎわいました。
　クイズには小学4 年生からお年寄りまで100 組(3 人
一組) が参加、それぞれ知力と体力、チームワークの

限りを尽くしてチャレンジしました。その混
戦を勝ち抜いて 1 ～ 3 位になったのは次の

チームです。
　1 位 きのくに信金かめさんチーム、2 位
Ｏ・Ｘ・Ｇ・Ｐ、3 位家具のえのき
　また、体育館の前には町内の各事業所に

よるあきんどマーケットもオープンし、クイズ参

加者や応援に来た人などで終日にぎわいました。

　公募により、町道新殿開南部川線上の南部川に新しく架かる
橋の名前が「みなべ新橋」と決まり、11 月20 日(木)、小谷町長
が名付け親の堅田博子さん(気佐藤)に最優秀賞の表彰状と記念
品を贈呈しました。堅田さんは「新しい町の名前が付いてい
て、子どもにも分かりやすくてと、すっと思い浮かびました。
選んでいただき本当にうれしいです」と話していました。な
お、優秀賞には、「梅の郷大橋」の垣内浪子さん(埴田)と伏見
健司さん(東神野川)、「水神橋」の田宮澄子さん(新町)と堀口
時子さん(東吉田)と松下恭子さん(埴田)が選ばれました。



10

●とんび(重松清)●アイスクリ
ン強し(畠中恵)●寂聴と読む源
氏物語(瀬戸内寂聴)●アフリカ
のひと(ﾙ･ｸﾚｼﾞｵ)●世界遺産マ
チュピチュ完全ガイド●子どもが
育つ条件(柏木惠子)●全国五つ
星の手みやげ(岸朝子選)●自然
栽培ひとすじに(木村秋則)●花
は散れども(新藤兼人)●テーマ
別英語ことわざ辞典(安藤邦男)

上南部分館・大人向け
●禿頭礼讃(ｴﾘｱｷﾑ)●竹取物語
( 江国香織) ●仮想インタ
ビュー 物質が語る自画像(ﾊﾓ
ﾝﾄﾞ)

　団塊世代の親父が、息子の
ススメで畑つきのアパートを
作った。畑から土間、キッチ
ンへつながる２階建ての２Ｌ
ＤＫで、ポイントは60点主義。
畑はゆるいコミュニティ作り
にも、安心食材の提供にも役
立っている。人気ブログの書
籍化。

ゆめよみ館・大人向け
上南部分館・子ども向け
●天空の竜宮城(香月日輪)●水
はめぐる(ｽﾄﾗｳｽ)●かにこちゃ
ん(ほりうちせいいち)

　歴史民俗資料館学芸員であ
る著者が、電化製品が普及す
る昭和30年代以前の暮らしを
探ります。ヘチマ、火鉢、鋳
かけや目立てなどの直し、ハ
タキ･･･。環境にやさしい、工
夫と倹約の生活は、現在の暮
らしを見直すヒントを与えて
くれます。

昭
和
に
学
ぶ
エ
コ
生
活

市
橋
芳
則

　(

河
出
書
房
新
社)

ゆめよみ館・子ども向け
●漂白の王の伝説(ｶﾞﾙｼｱ)●
まっくろけの まよなかねこ
よ おはいり(ﾌﾞﾙｯｸｽ)●アンデ
ルセン 夢をさがしあてた詩
人(ｺﾞｯﾃﾞﾝ)●さんさんさんか
く(織茂恭子)●だいこんどのむ
かし(二俣英五郎)●すてきなひ
らがな(五味太郎)●あかちゃん
とお母さんのあそびうたえ
ほん(小林衛巳子)●子どもと本
をつなぐあなたへ 新・この
一冊から(東京子ども図書館)

(生涯学習センター内)

畑
が
つ
い
て
い
る

エ
コ
ア
パ
ー
ト
を
つ
く
ろ
う

平田裕之(自然食通信社)

カ
テ
ド
ラ
ル 

最
も
美
し
い

　
大
聖
堂
の
で
き
あ
が
る
ま
で

Ｄ・マッコーレイ(岩波書店)

 1日(月) 休館
 6日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
 8日(月) 休館
11日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
13日(土) おはなし会(14:00 ～)
15日(月) 休館
20日(土) 冬のおはなし会(14:00～)
22日(月) 休館
23 日(火) 休館(天皇誕生日)
25日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
27日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
28日(金)～1月5日(月)休館(月末整
　理日含む)
1 月8 日(木) ちいさいひとのため
　のおはなし会(10:30 ～)
1月10日(土) おはなし会(14:00～)

　ちょっとズッコケ、でも、なかよしの二人組や
三人組がくりひろげる、楽しいおはなしや絵本は
いかがでしょう？　あたたかい部屋で、ほっこり
お読みくださいね。

　いよいよ師走です。寒さに備

　13世紀にヨーロッパでゴ
シック様式の大聖堂が次々
に造られた。この本は、設
計、足場作り、採石から天高
くそびえる尖塔の完成まで、
80年あまりの作業を、モノ
クロの美しい線画で描いた、
コールデコット受賞作。

　来年2月8日(日)、講
演に来てくださる清
水眞砂子さんおすす
めのコルシュノウ、
カニグズバーグ、宮
沢賢治、長谷川摂子
ら 7 作家の作品が並
んでいます。
　例えば、『ベーグ
ル・チームの作戦』(カニグズバーグ)はリトルリーグ
の話。万年下位のチームの監督を主人公の母親が、
コーチを兄が引き受けることになった。太っていて走
るのが遅くて…というメンバーも巻き込んで、上位を
狙ったチーム大改造が始まります。このお母さん、実
にユニークで、ステキです。（講演でこの本のことも
話してくださる予定です）

ブックトラックは、ゆめよみ館2階
　　　　　　　　　　にあります

　小学生のためのパッチワーク教室(毎月第3土曜日・
南部公民館で開催)の作品展です。見に来てね。

えたり、掃除や年賀状など迎春準備をしたりと、
忙しい時期に役立てていただける本を紹介します。
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　当日は、式典(1時～)の後、新成人実
行委員会の企画運営によるアトラク
ションを予定しています。
　ただ今、実行委員会を募集中です。く
わしくは、教育学習課成人式担当(生涯
学習センター1階、℡74-3134)へ。

　
町
は
、
向
学
心
に
燃
え
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
に

苦
し
く
学
費
を
ま
か
な
う
こ
と

が
困
難
な
町
内
の
生
徒
や
学
生

に
対
し
て
、
奨
学
金
貸
付
基
金

か
ら
修
学
の
た
め
の
経
費
の
一

部
と
し
て
奨
学
金
を
貸
し
付
け

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
も
次
の
通
り
新

規
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
対
象
と
な
る
学
校
と
そ
れ
ぞ

れ
の
奨
学
金
額(

月
額)

◎
高
等
学
校 

１
万
５
千
円
以
内

◎
専
修
学
校
高
等
課
程 

１
万
５

千
円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校(
１
〜
３
年
生)

　
１
万
５
千
円
以
内

◎
専
修
学
校
専
門
課
程 
４
万
円

以
内

◎
高
等
専
門
学
校(

４
〜
５
年
生)

　
４
万
円
以
内

◎
短
期
大
学 

４
万
円
以
内

◎
大
学 

４
万
円
以
内

◎
大
学
院 

４
万
円
以
内

（
専
修
学
校
は
、
文
部
科
学
省
か

都
道
府
県
知
事
が
認
可
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
）

■
対
象
者

　
対
象
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒

や
学
生
、
ま
た
は
在
校
生

（
※
希
望
者
の
保
護
者
が
町
内
に

在
住
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
町

税
や
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
）

■
申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
と
合
格
通
知
書(

写

し
可)

を
教
育
学
習
課
総
務
係

(

℡
74-

２
１
９
１
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階)

へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
在
学
生
は
申
込
書

と
在
学
証
明
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
教
育
学

習
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
平
成
21
年
４
月
27

日(

月)

午
後
３
時
ま

で■
採
用
の
決
定

　
選
考
委
員
会
で
選

考
の
上
、決
定
し
、通

知
し
ま
す
。

　
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
学

習
機
会
を
提
供
し
て
町
政
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
よ
り

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」

「
な
ん
で
も
」、
皆
さ
ん
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

役
場
職
員
を
講
師
に
、
防
災
、
福

祉
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

関
す
る
学
習
情
報
を
、
出
前
講

座
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
で
き
る
の
は
、
町

内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
す
る
、

お
お
む
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ

れ
た
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
希
望
メ

ニ
ュ
ー
、
日
時
、
会
場
、
団
体

名
、
連
絡
先
、
参
加
予
定
人
数

な
ど
を
、
原
則
と
し
て
開
催
希

望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
教

育
学
習
課
生
涯
学
習
係(

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
、
℡
74-

３

１
３
４)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
も
同
係
へ
。



町
の
滞
納
対
策
強
化
月
間｣

と

位
置
付
け
て
、
集
中
的
に
滞
納

納
付
督
促
書
の
送
付
、
滞
納
者

宅
へ
訪
問
、
電
話
督
促
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
税
金
や
公
共
料
金
等
の
滞
納
の

あ
る
方
は
早
く
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。
さ
し
た
る
理
由
も
な
く

こ
れ
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
な

い
方
に
は
厳
し
く
対
処
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
に
遭
っ
た
、
病

気
に
な
っ
た
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
由
で
経
済
的
に
苦
し
く

｢

払
い
た
い
が
、
払
う
こ
と
が
困

難｣

と
い
う
方
は
、
担
当
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
、
工

業
統
計
調
査(

経
済
産
業
省
所

管)
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
内
容
は
統
計
法
に

基
づ
い
て
秘
密
厳
守
さ
れ
、
ほ

か
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
ご
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町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
て
く

だ
さ
る
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
の
税
金
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
貴
重
な
自
主
財
源

で
す
。
ま
た
、
国
保
税
は
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大

切
な
財
源
で
す
。
水
道
料
、
保

育
料
な
ど
も
、
安
心
安
全
な
水

を
供
給
し
た
り
、
子
ど
も
の
健

町民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税
水道料(上水道・簡易水道)
下水道使用料(公共・農業集落排水)、
公共下水道受益者負担金
町営住宅使用料

介護保険料・後期高齢者医療保険料

保育所保育料

奨学金(町貸付基金・旧(財)南部育英会)

建 設 課

保健福祉課

住民環境課

教育学習課

(℡74-3335)

(℡72-2544)

(℡72-2161)

(℡74-2191)

税 務 課

上下水道課

上下水道課

(℡72-2162)

(℡72-3085)

(℡72-3605)

項 目 担 当 課

や
か
な
保
育
の
た
め
に
な
ど
、

必
要
不
可
欠
な
財
源
で
す
。

　
税
金
も
公
共
料
金
等
も
、
ほ

と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
き
ち
ん
と

納
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
納
付
で

き
る
の
に
滞
納
し
て
い
る
方
が

い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
そ
の
滞
納
は
、
町
行
政
を
進

め
る
た
め
の
自
主
財
源
の
確
保

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
そ
し
て
、
町
民
の
平

等
な
負
担
と
い
う
観
点
か

ら
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
大

部
分
の
皆
さ
ん
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
の

で
す
か
ら
。

　
町
は
毎
年
12
月
、
税
金

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
の

業
務
の
滞
納
対
策
を
強
化

し
て
訪
問
や
電
話
で
納
付

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
各
業
務
の
担
当

課
間
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
、
12
月
を｢

み
な
べ

税
金
、上
下
水
道
料
、住

宅
使
用
料
、
保
険
料
…

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
の
対
象
と
な
る
約
１
３

０
の
事
業
所
に
は
、
12
月
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
統
計

係
へ
。

　
国
は
平
成
15
年
７
月
、
平
成

27
年
３
月
ま
で
の
時
限
立
法
と

し
て
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

の
法
律
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
成
さ

れ
る
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
地
方

公
共
団
体
や
企
業
に
も
計
画
的

に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
受
け
、
町
は
平
成
17

年
３
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
の
前
期
計
画(

平
成

17
年
度
〜
21
年
度)

を
策
定
し
、

そ
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
が
前
期
計
画

の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
後
期
計
画(

平
成

22
年
度
〜
26
年
度)

の
策
定
に

取
り
か
か
る
に
あ
た
り
、
乳
児

か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児

童
の
保
護
者
を
対
象
に
「
次
世

代
育
成
支
援
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
12
月

の
初
め
ご
ろ
乳
児
か
ら
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
児
童
の
い
る
お

家
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
地
域
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
一

層
即
応
し
た
子
育
て
応
援
計
画

に
す
る
た
め
欠
か
せ
な
い
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　
直
接
持
ち
込
み
の
場
合
も
必

ず
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
し
尿
等
の
収
集
は
、
年
末
は

12
月
28
日(

日)

ま
で
行
い
ま
す
。

(

但
し
、
27
日(

土)

、
28
日(

日)

以

外
の
土
・
日
・
祝
日
は
収
集
を

行
い
ま
せ
ん)

 

年
始
は
来
年
１
月
６
日(

火)

か

ら
行
い
ま
す
。
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3335
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　役場の一般業務は12月26日(金)ま
でです。12月27日(土)から来年1月
4 日(日)までは休みになりますので
ご了承ください。〔休みの間は職員
が交代で日直(２人)にあたります〕
　新年の業務は1月5日(月)から通常
通り始まります。

　
ご
み
収
集
は
、
12
月
31
日(

水)

か
ら
来
年
１
月
４
日(

日)

の
年

末
年
始
は
休
み
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
地
域
は
天
皇
誕

生
日
の
12
月
23
日(

火)
朝
、
燃
や

す
ご
み
を
平
常
通
り
収
集
し
ま

す
の
で
、
い
つ
も
の
時
間
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
埴
田
・
梅
ヶ
丘
団
地
・
鹿
島

台
・
片
町
・
新
町
・
北
道
、
上
南

部
地
区
・
熊
瀬
川
地
区

　
ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち

込
み
は
、
12
月
30
日(

火)

午
後
３

時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
普
通
徴

収
・
第
６
期
は
、
こ
れ
ま
で
年

明
け
早
々
を
納
期
限
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
年
末

の
12
月
25
日
に
変
更
し
ま
す
。

〔
普
通
徴
収
↓
納
税
義
務
者
本
人

が
納
税
通
知
書
や
口
座
振
替
で

納
入
す
る
方
法
で
す
〕

　
年
末
の
何
か
と
ご
入
り
用
の

時
と
は
存
じ
ま
す
が
、
納
期
内

納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。(

口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す)

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

普
通
徴
収
・
第
６
期
の
納
期
限

も
、
12
月
25
日
に
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
普
通
徴
収
の
介
護
保

険
料
・
第
６
期
の
納
期
限
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
年
明
け
で
す
。(

今

回
は
１
月
５
日(

月)

で
す)

　
今
年
も
は
や
年
末
、
新
春
の

梅
花
咲
く
み
な
べ
の
季
節
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
南
部
梅
林
は
１
月
25
日(

日)

、

岩
代
大
梅
林
は
１
月
31
日(

土)

か
ら
開
園
し
ま
す
。

　
町
外
の
親
類
や
お
友
達
に
も

Ｐ
Ｒ
し
て
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
そ

の
景
色
や
香
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
梅
情
報
発
信
基
地
・
う
め
振

興
館(

谷
口)

は
、
正
月
三
が
日

も
開
館
し
ま
す
。

　
お
正
月
に
遊
び
に
来
ら
れ
た

お
客
様
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い(

入
館
無
料)

。

　
入
館
受
付
は
三
が
日
と
も
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

(

う
め
振
興
館 

℡
74-

３
４
４
４)



①
渋
滞
が
な
く
時
間
に
正
確
、

②
安
全
性
が
高
い
、
③
地
球
環

境
へ
の
悪
影
響
が
少
な
い
、

等
々
の
利
点
を
ご
理
解
の
上
、

鉄
道
の
存
続
の
た
め
、
お
出
か

け
の
折
に
は
鉄
道
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
来
年
１
月
５
日(

月)

か
ら
、
上

場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
株
券
が
電
子
化
さ
れ
る
と
、

株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の

権
利
は
電
子
的
に
証
券
会
社
な

ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
管
理

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
株
券
の
名
義
が

本
人
以
外
に
な
っ
て
い
る
場
合
、

株
主
と
し
て
の
権
利(

株
式
価

値
・
配
当
金
の
受
け
取
り
な
ど)

を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
お
手
元
の
株
券
は
本
人
名
義

に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
も
し
、

本
人
名
義
で
な
い
と
き
は
、
必

ず
証
券
会
社
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
金
融
庁
の
Ｈ
Ｐ

(http://www.fsa.go.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃

金
！ 

使
用
者
も 
労
働
者
も
」

　
県
内
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
て
時
間
額
６
７
３
円
に
な
り
、

今
年
10
月
31
日
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。(

こ
れ
ま
で
は
６
６

２
円)

。

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は

そ
の
最
低
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
低
賃
金
は
、
常

用
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
臨
時

雇
い
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
（
鉄
鋼
業
、
百
貨
店
・

総
合
ス
ー
パ
ー
は
産
業
別
最
低

賃
金
を
適
用
）。

　
く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
労
働

局
賃
金
室(

℡
０
７
３-

４
２

２-

２
１
７
４)

、
ま
た
は
田
辺

労
働
基
準
監
督
署(

℡
22-

４
６

９
４)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
放
送
大
学
が
平
成
21
年
度
第

１
学
期(

４
月
入
学)

の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。〔
県
内
で
は
１
０
０

５
人
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

み
な
べ
町
で
は
２
人
で
す
〕

▼
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

▼
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験

で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２

４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

▼
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
期
間
は
、
12
月
15
日(

月)
〜
来
年
２
月
28
日(

土)

で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
放
送
大
学
和

歌
山
セ
ン
タ
ー(

℡
０
７
３-

４
３
１-

０
３
６
０)

へ
。
Ｈ
Ｐ

は
、http://www.u-air.ac.

jp

で
す
。

　
県
内
の
市
町
村
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進

協
議
会
は
、
大
切
な
交
通
機
関

で
あ
る
鉄
道
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
目
的
は
、
自
動
車
が
移
動
手

段
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
中
、

「
鉄
道
利
用
率
の
低
下
↓
鉄
道
ダ

イ
ヤ
の
減
少
↓
鉄
道
離
れ
」
と

い
う
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
だ

れ
も
が
利
用
し
や
す
い
交
通
環

境
の
維
持
で
す
。

　
協
議
会
で
は
鉄
道
会
社
へ
利

便
性
の
向
上
を
常
に
働
き
か
け

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
、

　未来にきれいな環境を残すための取り組みの一つとし
て、マイバッグ持参による買い物を推進するため、来年1
月23日(金)からスーパーマーケットなど(10月末現在・県
内175店舗)でのレジ袋の無料配布が中止になります。

お問い合わせは
　
　(事務局/県環境生活部循環型社会推進課、 )へ。

　これは、県、市町村、趣旨に賛同する事業
所、市民団体などで組織するわかやまノー
レジ袋推進協議会の提唱によるものです。
　皆さん一人一人の取り組みで、環境は少
しずつ改善されていきます。どうぞご理解
とご協力をお願いします。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

　～ふれ愛センター～
12月4日(木)・18日(木) 13:30～15:00

(社会福祉センター)
12月5日(金)・12日(金)・19日(金)・26日(金)

18:00～21:00

13:00～13:3012月10日(水)

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
(H19年4月・5月生まれ)

南部保育所(℡72-4520)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)
上南部保育所(℡74-3022)

24日(木)10:00～11:00
24日(木)10:00～11:00
24日(木)10:00～11:00
　お　休　み

13:00～13:3012月17日(水)

４ か 月 児 健 診
(平成20年８月生まれ)

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送ります。

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

12 月12 日(金) 13:00～13:20Ｂ Ｃ Ｇ
対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得
　ない場合は１歳まで)

12 月18 日(木) 13:00～13:20
対象　平成19年10月・11月生まれのお子さんと、来年度
　新入学で未接種のお子さん

麻しん風しん混合(1期)

9:00～10:30 堺漁港→11:30～13:00 ミナベ
化工㈱様→14:30～16:30 はあと館前(片町)

　　恐れ入りますが
　献血の際、献血カードか、本人であることを証明でき
　るもの(運転免許証など)をご持参ください。

(南部ライオンズクラブ・町共催)

◆診療科目  内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間  9:00～11:30、13:00～17:00

(田辺市湊・田辺市民総合センター内、℡26-4909)

9:30～12:00/13:00～16:00
　　　　　バリューハウス南部店様前

(南部ライオンズクラブ・町共催)

　今年も気がつけばもう年末。風邪やインフルエ
ンザへの予防対策は大丈夫ですか。さらに今冬は、
通常のインフルエンザよりも重い症状を引き起こし
死亡率も高くなる新型インフルエンザへの警戒が強
まっています。

■
　インフルエンザは、感染した人のせき、くしゃみ、
つばなどと一緒に放出されたウイルスを吸い込むこ
とで感染します。ですから、防御策の基本はマスク
の着用、外出後の手洗いとうがいの徹底です。マス
クは感染を防ぐと共に、他人に感染させないための
ものでもあります。また、流行地に渡航しない、人
混みへの外出を控えることも大切です。それから、
バランスの良い食事、十分
な休養・睡眠、適度な運動
と、普段からの感染しにく
い体づくりも大事です。

■
　もし、新型インフルエンザが発生した場合、長期
間物資の流通が停滞して生活必需品が不足したり、
感染予防のため外出を控えたりしなければならなく
なる恐れがあります。発生の兆しが見えたら、２週
間程度外出しなくても生活できるよう食料や水、日
用品の備蓄をしておきたいものです。また、使い捨
てのサージカルマスク(※)も、家庭で１人あたり 20
～ 2 5 枚くらい備蓄しておきましょう。

■
　新型インフルエンザに関する情報は、国や県、市
町村が提供していきます。うわさやデマに惑わされ
ないように正しい情報を入手してください。

サージカルマスク  繊維を化学的に結合させた不敷布

製で、装着者の咳やくしゃみなどの飛沫の飛び散りを
防ぐのが目的ですので、ウイルスを含んだ飛沫の吸入
を完全に防ぐことはできません。しかし、着用するこ
とによって、手などに付いたウイルスが直接口や鼻に
ふれることを防ぐ効果が期待できます。

〔三種混合(Ⅰ期初回)は、７歳半までで未接種のお子さん
も接種します。希望するお子さんは接種してください〕

12月19日(金) 13:00～13:20三 種 混 合(Ⅰ期初回)

対象　平成20年5月・6月・7月生まれのお子さん
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■■■■■
●9日(火)13:30～15:30
●役場第1 庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
◆登記相談(和歌山地方法務局
　田辺支局員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 25 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

◆休日年金相談窓口開設→
　 毎週土・日(9:30～16:00)
　　ねんきん特別便について
　　のみ相談を受けます。
◆平日は19:00まで年金相談窓
　口受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■清川保、おもちつき大会
■南部小1～3年、校内人権作文
発表会
■岩代小、校内マラソン大会
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■南部郷連合PTA研修会

■南部幼、クリスマス会
■こひつじランド育児講座 ハッ
ピー★クリスマス会(10:00～･
ふれ愛センター)
■岩代小、ふれあい作文発表会

■白梅幼、クリスマス会
■1歳6か月児健診(H19年4月・
5月生まれ)(13:00～･ふれ愛セ
ンター)

■上南部保、避難訓練(日高広域
消防から消防車がきます)
■こひつじランド育児講座 グ
リーンアレンジメント
■高城小5・6年、しめ縄・わら
草履作り
■県開設 こうのとり相談(15:30
～17:30・田辺保健所)

■愛之園保、クリスマス礼拝・祝
会
■ゆめよみ館(町立図書館)、冬
のおはなし会(14:00～)

■埴田・梅ヶ丘団地・鹿島台・片
町・新町・北道、上南部地区・熊
瀬川地区は、燃やすごみを平常
通り収集します

■白梅幼、終了式
■清川小、クリスマス集会
■清川中3年、心肺蘇生法講習
■三種混合(Ⅰ期初回)予防接種
(H20年5月～7月生まれのお子さ
ん)(13:00～･ふれ愛センター)

■清川保、避難訓練
■麻しん･風しん混合(1期)予防
接種(H19年10月・11月生まれの
お子さん)(13:00～･ふれ愛セン
ター)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■ゆめよみ館(町立図書館)、
「落語ワールド」へようこそ！
(14:00～)
■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)

■南部保、避難訓練(火災)
■県による巡回職業相談(13:30
～･南部公民館)

無 料
秘密厳守( )

■高城保、避難訓練(火災想定)
■こひつじランド育児講座 グ
リーンアレンジメント
■高城小、ふれあい作文発表会
■清川小5年、社会見学
■ＢＣＧ予防接種(生後3か月以
上6か月未満のお子さん)(13:00
～･ふれ愛センター)

■南部幼年長、ゆうゆう館訪
問
■こひつじランドつどいのひろば・
きらきら(10:00～･愛之園保)
■県開設 こうのとり相談(14:
30～16:30・田辺保健所)(不妊
に悩んでいる方の相談を専門
医師がお受けします。毎月2回
開催。事前予約必要。予約＆問
合は田辺保健所 ℡22-1200 内線
672へ)

■こひつじランド育児講座 グ
リーンアレンジメント
■第5回地域ふれあい講座(町
教委主催)(13:30～・ふれ愛セ
ンター)

■各保育所、保育納め

■テープ類一斉回収(対象：水曜
日がプラごみ回収地域)
■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･愛之園保)
■高城保、ときわ寮・梅の里敬老
訪問
■上南部小、校内マラソン大会
■高城小、持久走大会
■南部中、質問教室、出会い・ふ
れあい・学びあい事業
■法テラス和歌山・巡回法律相
談(13:00～・役場第1庁舎)

■第4回町内マラソン大会(9:
00集合、10:00スタート、須賀
神社前発着)

■成人式(受付開始12:30～・紀
州南部ロイヤルホテル)

12月は
◆共同募金運動(10月1日～12
月31日)

◆冬の省エネキャンペーン(12
月1日～3月31日)
◆大気汚染防止推進月間

■ひかり保、お遊戯会
■高城小PTA、空きビン回収
■上南部中、廃品回収
■清川中、ふれ愛文化祭

固定資産税(3期)/国民健康保険税
(普通徴収5期)/介護保険料(普通徴
収5期)/後期高齢者医療保険料(普通
徴収5期)
公共下水道受益者負担金(3期)/水道
料金(9・10月分)・公共下水道使用料
(9・10月分)・農業集落排水使用料(10・
11月分)

■テープ類一斉回収(対象：火曜
日がプラごみ回収地域)
■ゆめよみ館(町立図書館)、小
学生パッチワーク作品展(～11日)
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■御坊税務署主催 年末調整説明
会(13:30～･ＪＡみなべいなみ本所)
■こうのとりセミナー(両親教
室)(19:00～･ふれ愛センター)

■ごみ収集、今年最終日
■ごみ焼却場(山内)への持ち込
みは、午後３時まで受け付けま
す

■岩代小、クリスマス集会

■南部幼・ひかり保・各小中校、
終業式
■

(9:00～10:30堺漁港/11:
30～13:00ミナベ化工㈱様/14:
30～16:30はあと館前)
■おひさま広場(保育所開放)、
クリスマス会(10:00～/南部保・
高城保・清川保)
■上南部保、クリスマス会
■愛之園保すみれ組、ゆうゆう
館訪問

◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止月間
◆雪崩防災週間(１日～７日)

◆障害者週間(3日～9日)
◆人権週間(4日～10日)
◆模造品・海賊版撲滅キャンペーン(17日～30日)

■南部保、もちつき大会
■上南部保、ふれ愛センターで
もちつき
■高城保、もちつき大会
■白梅幼、避難訓練(火災)
■高城小、防犯訓練
■清川小、校内マラソン大会
■上南部中、平和学習
■４か月児健診(H20年8月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)

■４か月児健診(H20年9月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)

■愛之園保、おじいちゃん・おば
あちゃんとのお掃除大作戦(eco
孫爺)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはいよちよち(10:00～･
ふれ愛センター)／マタニティサ
ロン(13:30～･愛之園保)
■人権・行政・登記相談(13:30～・
役場第1庁舎)

 介護保険料(普通徴収6期)

■ひかり保・南部幼・白梅幼・各
小中校、3学期開始
■人権・行政・登記相談(13:30
～・ふれ愛センター)

■南部小4～6年、校内人権作文
発表会

■上南部保、発表会
■南部幼、おもちつき
■清川小、学習発表会
■清川中PTA、環境整備・廃品
回収

■南部中、避難訓練(火事)
■12月議会開会(予定)
■人権を考える啓発標語＆発
明発見創意くふう展＆未来の
科学の夢絵画展、入賞者表彰
式(16:00 ～・生涯学習セン
ター)

■ごみ収集開始
■各保育所、保育始め

　国民健康保険税(普通
徴収6期)/後期高齢者医療保険
料(普通徴収6期)

■南部幼、避難訓練(火災)
■愛之園保、避難訓練
■こひつじランドつどいのひ
ろば・ちくちく(10:00～・愛之
園保)

■し尿収集、今年最終日

■し尿収集開始

■
(9:30～12:00/13:00～16:

00バリューハウス南部店様前)

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線

♪♪皆様のご来場をお待ちしています♪♪
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みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/ 広報みなべは再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

10月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

10月中の異動
出生
死亡
転入
転出

(－18人）
(－ 8人）
(－26人）
(－ 4世帯）

  6,946人
  7,572人
 14,518人
4,722世帯

11人
12人
19人
44人

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

112/129(86.8%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
213/260(82.0%)
108/129(83.7%)
40/ 77(51.9%)
202/264(76.5%)
148/364(40.7%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋3)

公共下水 936/約1,800(52.0%)(前月比＋9)

農

業

集
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水

(件)(10月31日現在)

　昨年、青年クラブみなべが、保護者からクリスマ
スプレゼントを事前にお預かりし、サンタクロース
に扮したクラブ員がお子さんに届けるという「サン
タクロース大作戦」を企画し、希望者を募集したと
ころ大好評を得ました。
　好評におこたえして、青年クラブ員が今年も張り
切って行います。ぜひ大作戦に応募して、お子さん
にすてきな思い出を残してあげてください。

　※申込書は、生涯学習センター、南部公民館、岩
　　代公民館、高城公民館、清川公民館、役場第1 庁
　　舎・第2 庁舎の住民環境課窓口に置いています。
　※プレゼントは、各保護者がご用意ください。
　※申し込み受付は先着50 世帯までです。
　くわしくは、教育学習課(℡74 -3134)へお問い合わ
せください。

　11月17 日(月)、小谷町長が、14日(金)に満100
歳の誕生日を迎えた、清川、樫山千代子さんの
お祝いにかけつけました。樫山さんは「小谷町長に

　1 1 月号、南部郷陸
上競技大会の入賞者
のうち、6 年男子ソフ
トボール投げ1位「樫
本竜くん」を「樫山
真路くん（上南部
小) 」に訂正します。

おわびと訂正

お会いするのが楽しみでした」と話されていました。
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